
 

 

 

 

令和元年度第２回小林市地域公共交通会議・地域公共交通活性化協議会 会議要旨 

 
 

開催日時：令和元年 10月 17 日（木） 14 時 00 分～15時 30 分 

開催場所：小林市役所 第１別館大会議室 

出席者等：出席委員 21名、代理出席４名、事務局３名 
 

 

【会議要旨】 ※〔〕内は話者。 

１．開会〔課長〕 

２．会長あいさつ〔会長〕 

３．議事 

（１）小林市地域公共交通事業の見直し方針（案）について 【資料１】 

＊資料１に沿って事務局が説明 

＜質疑＞ 

〔Ａ委員〕 

 デマンド型交通を実施することは決定しているのか。 

〔事務局〕 

 方針案なので決定ではない。今回導入を検討している内山地区はまとまった集落であるため、

その中で実証実験という形で提案させていただいている。 

 

〔Ｂ委員〕 

混乗化については、内山地区住民のニーズを踏まえて進めていかないといけないのではないか。 

〔事務局〕 

 内山地区住民からスクールバスへの混乗化の要望があるが、教育委員会としては児童・生徒の

安全面が気に掛かる。今後、計画を進める上で、保護者や住民と慎重に協議をしていきたい。 

〔須木庁舎住民生活課長〕 

４月に内山地区住民に、交通対策について要望をまとめてくれと提案している。その後、上が

ってきていない。 

 

〔Ｂ委員〕 

コミュニティバス運転免許証自主返納特者典制度を活用している利用者はどのぐらいか。 

〔Ｃ委員〕 

１か月 20～30 名程度の利用者がいるが、利用者全体でみるとそこまでいない。 

〔Ｂ委員〕 

免許返納特典制度について、今後の展開をどのように考えているのか。 

〔Ｄ委員〕 

ほぼ毎日免許証を返納される方がいるが、高齢者＝免許返納ではないと考えている。運転をし

なければならない場合は、制限（時間帯、環境、範囲）を設けて運転することを進めている。 

〔事務局〕 

小林警察署において、免許返納時にコミュニティバスの特典制度だけでなく他の特典制度につ

いても説明をしていただいている。今後も、連携して市民への周知を行っていく。 

 

〔事務局〕 

 見直し方針（案）については、来年の２月に開催予定の本会議にて、再度議論させていただき

たい。 

＊持ち帰って検討していただき、意見があれば 11 月中に事務局に連絡してもらうよう依頼。 



（２）コミュニティバスの路線見直し（案）について 【資料２】 

＊資料２に沿って事務局が説明 

［ 承認 ］ 

 

（３）福祉バスの路線見直し(案)について 【資料３】 

＊資料３に沿って中神課長が説明 

 ＜質疑＞ 

〔Ｅ委員〕 

 住民の要望に対してルートを変更するとのことだが、既存のルートに利用者がいないとしても

将来的にはいるのかもしれない。今後とも継続して見直しを実施してもらいたい。 

 ［ 承認 ］ 

 

４．その他 

〔宮崎運輸支局〕 

網形成計画を策定している自治体は県内 27 市町村のうち 11 市町村ある。小林市は平成 29 年に

策定しており、本会議においても住民代表の方の意見も多く、意識の高い自治体であると感じる。 

現在、自動運転化が進んでいるが、現実的になるのはまだ時間を要する見込み。高齢者の移動手

段を確保するために、バスやタクシーなどの公共交通は今後も残っていかなければならない。残

すためには、乗っていただくしかない。乗っていただくためには、地域住民の方としっかり話す

しかない。今後とも地域住民の方と情報共有していただき、地域のニーズに沿った交通体系を築

いていただきたい。 

 

〔県総合交通課〕 

 人口減少が進み、利用者を増やすことは更に難しくなる。乗り方教室のような域内の住民を対

象としたイベントも大切だが、ＦＩＴ（海外個人旅行）など、外向きの情報発信も進めてもらい

たい。また、運行ルートを変更しても住民が乗らないと意味がなく、利便性が向上していないの

と同じであるため、住民の意識を変える取組を行ってもらいたい。 

 

〔宮崎交通〕 

＊４月～９月の利用実績 

〇コミュニティバス 

上九瀬線 ５３３０人 ９５．２％ 高校生の利用が減っていない。 

岡原循環線 ６４５人 ５６．７％ 常連夫婦が乗らなくなった。 

南ヶ丘線 ４０３ ９６．６％ 

環野・千歳線 ７２０人 ９２．７％ 

運動公園循環線 ３９３人 ８３．３％ 

鸙野循環線 ２９４人 １１７．１％ 

深草循環線 ４２６人 １０１．０％ 

大出水循環線 ９２０人 ９３．４％ 

上原循環線 １５６人 ３３９．１％ ９月に団体乗車（保育園、病院）があった影響。 

三松循環線 ３０５７人 １２３．６％ サンキュー駐車場乗り入れ影響。 

種畜牧場循環線 ９００人 １０４．３％ 

 

〇路線バス 

宮崎空港線 １０３．１％ 宮崎方面への学生増。 

都城線 １０１．２％ 

京町線 １０５．４％ ＪＲ吉都線運休の関連。 

祓川線 １３７．５％ 

 

＊ＪＲ吉都線利用促進協議会による、吉都線のサポーター募集について紹介。 

５．閉会〔課長〕 


